
熊本県文化財調査報告 第176集

立石遺跡 大鵠A遺跡 上場遺跡 前畑遺跡

生郎、手斉成基盤整備事業にf半う又化財調査

1999 

撲本県教斉委員会



序 文

今回発掘調査報告書を刊行しました立石遺跡・大鶴A遺跡・上揚遺跡・前畑遺跡

は菊池郡大津町に所在します。 大津町は古来より人々が生活を営み、 悠久の流れを

持つ白川はその文化を育んできました。

本書は平成5年度から8年度にかけて錦野地区担い手育成基盤整備事業(区画整

理)に伴って発掘調査を実施した報告書です。 調査の結果、 縄文時代早期から歴史

時代までの遺物・遺構が出土しました。 特に白川流域南岸の弥生時代後期の資料は

注目される内容で、 出土した彩色土器は祭杷用と思われ、 当時の人々の願いが偲ば

れます。

今回の成果が学術的研究のみならず、 県民の皆様を始め多くの方々に広く活用さ

れ、 埋蔵文化財に対する関心と御理解を深めていただく一助となれば幸いに存じま

す。

最後に埋蔵文化財の発掘調査に御協力をいただいた県農政部・県菊池事務所耕地

課・大津町役場・大津町教育委員会および地元の方々に対し、 心より感謝申し上げ

ます。

平成11年3月31日

熊本県教育長 佐々木 正典



例 言

1 本書は、 担い手育成基盤整備事業(大津町錦野地区)に伴い、 平成5-8年にかけて発掘調査を行

った立石遺跡・上揚遺跡・前畑遺跡・大鶴A遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である。 立石遺跡・

上揚遺跡は菊池郡大津町大字錦野、 前畑遺跡・大鶴A遺跡は大字外牧に所在する。

2 熊本県遺跡地図では錦野遺跡(遺跡番号 43403080)で表記してあるが、 錦野遺跡に立石遺跡・上揚

遺跡は包括されるため本書では各遺跡で区分し、 関連遺跡等は熊本県遺跡地図番号で表記した。

3 整理作業は熊本県文化財収蔵庫で行い、 遺構実測図については最小限を掲載するに止め、 写真を中

心に編集をした。

4 現地での写真撮揺は主として吉田正一、 一部山下義満が行った。 また遺物 写真撮影は戸田清恵、 製

図・レイアウトは緒方千代子・井上美保・可児真由美・乗富祐子が行った。

5 本書の執筆は主として戸田、 一部(第1 . II章 第E章第4節)を山下が行い、 編集は戸田が行

った。

凡 例

1 住居番号は各調査区を頭文字とし住居番号で表記した。 W区2号住居の場合、 402 住となる。

2 写真に掲載されている遺物の縮尺は実物大の約2分の1の場合、 s=約1/ 2と表記した。

\ 
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第I章 調査に至る経緯と調査の概要

第I章調査に至る経緯と調査の概要

各遺跡 は 白 川の南岸、 沖積平野 に 位置す る 。 こ の

地 区 にt郎 、手育成基盤 整 備事業 ( 大 津 町錦野地 区)

の計画 がな さ れたのは平成5年 1 1 月 ( 農政部採択通知)

の こ と で あ る 。 担 い手育成基盤 整 備事業 は機械化営

農技術の発展等 に即 し て 、 農地等の 区画 形質の変更

等を 行 う こ と に よ り 農業 生産の 向 上 を図 り 、 併せ て

農業 構造の改善 に 資 す る こ と を 目 的 と し 、 平成5年

度新規採択 当 時 は「錦野 地 区 担 い手育成基盤 整 備事

業 ( 区画 整 理 ) J で あ っ た が、 平成9年度 に圃場 整

備事業の再編がな さ れ「錦野地区県営圃場整備事業 ( 担

L 、手育成・ 区画 整 理 ) J と な っ た 。 事業の受議地 は

74.3ha で受益者 数 は 1 7 1 名 に 及ぶ。 工事は平成5年

1 2月 に着工 し平成 1 2 年度 に完了予定 で あ る 。

調査 は工事対象地域 内 の試掘成 果 に よ っ て 県文化

課 と 県 農政部 ・ 菊池事務所耕地課 と 協議 を 行 い 埋蔵

文化財 に影響のお よ ぶ範囲 を 確 認 し 調 査 区 を設定 し

た 。

各調査 は 重機 に よ る 表土剥ぎの後、 清掃 を 行 っ た 。

実測図作成 に供す る た めの慕準作 り と し て 、 国土座

標 に よ る センター杭 を 基準 と し 1 0mグリット を設定

し た 。

最終年度の調査組織 及 び各遺跡の調査担 当 者 、 報

告書担 当 者 は下記の と お り で あ る 。

調査責任者 文化課長

調査担当

立石遺跡 文 化 財保護主事 山下義満

桑山裕好

嘱託 吉田正一

嘱託 北原美和子

上揚遺跡 嘱託

前畑 遺跡 嘱託

大鶴A遺跡 嘱託

吉田正一

吉 田正一

吉田正一

報告書責任者 文化課長 豊田貞二

報告書 担 当 文化財保護主事 山下義満

嘱託

嘱託

恵

保

清

美

田

上

戸

井

な お 、 報告書作成 に際 し 、 次の方 々 に ご協力 、 ご

助言 を 頂 い た 。

大久保浩二 ( 鹿児島県埋蔵文化 財センター)

木崎 康弘 (熊本県文化企画課)

武末 純一 ( 福岡大学)

中園 聡

各遺跡の調査期 間 と 調 査面積 及 び 時 代 は 以下の通

り で あ る 。

立石遺跡 平成5年 1 2月�6年3月 2，050m'

縄文早期 、 弥生

上揚遺跡 平成6年 1 0月�7年3月 3，270m'

縄 文早期、 古墳、 奈良・平安

前畑遺跡 平成7年4月�7年9月 2，000m'

奈良・平安

大鶴A遺跡 平成7年9月�8年2月 2，420m' 

縄文前 ~後期、 弥生、 古墳、 中 世
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第E章 各遺跡の位置と歴史的環境

第E章各遺跡の位置と歴史的環境

阿蘇を源とする白川はやがて有明海に註ぎ、 その

流域距離は 約63kmであるo 阿蘇の大爆発により 周

囲には現在の台地を形成し、 北には合志川の支流矢

護川と台地の南北の境界を形成するように白JIIは位

置する。 大津方面から阿蘇へは谷越えの二重(ふたえ)

の峠と白JlI沿いの二つが近年 まで交通ルートであった。

従ってこの白川に存在する本報告の各遺跡のあり方

が問われる。

各遺跡はこの白川沖積地帯に所在し、 白川上涜から、

大鶴A遺跡・前畑遺跡・上揚遺跡・立石遺跡の順に

立地する。

各遺跡を中心とする地域は多くの遺跡が発見され

ている。 以下、 時代ごとに白川周辺と大津町の代表

的な遺跡の簡単な紹介を行いたし、。 番号は熊本県遺

跡地図(熊本県教育委員会 平成10年3月31日発行)

の遺跡番号である。

旧石器時代

先ず旧石器であるが、 隣接する旭志村湯舟原遺跡

(43402027)からナイフ型石器・三稜尖頭器が採集

されている。 また大津町無田原遺跡(43403006)か

らは、 剥片と砕片が出土していることから、 湯舟原

遺跡を中心として大津町北部台地での今後の先土器

時代の遺跡発 見の可能性が指摘されている。

縄文時代

縄文時代、 白川流域では内牧B遺跡(43403084)

・外牧遺跡(43403085)・白川北部の瀬田裏地域一

帯と南部、 白川支流の鳴子川沿い(西原村) に遺跡

が点在するが、 この時代は大津町にて最も充実する

時期で、 それは早期と後期~晩期に分かれる。

早期の代表的遺跡で配石遺構を検出した無田原遺

跡(43403006)、 注口を持つ壷型の押し型文土器を

出土した瀬田裏B遺跡(43403078)が知られている。

これらは早期にこの地で集落が形成されたことを意

- 3 一

味し、 後期~晩期にも同じように大津 北部から旭

志村~菊池南部にかけて大集落を形成し、 様相が

一変する。

ワクド石遺跡(43403002)・旭志村伊坂・上の

原遺跡など規模が比較的大型である。 これらの遺

跡は土偶・玉類などを伴う例があり、 その精神文

化も充実する時期でもある。 縄文期の傾向として

早期に拠点集落的遺跡が存在し多様な遺構・遺物

が確認されるが、 前期から 中期ではその前後の時

期と比べて発見例は少なく、 しかも大規模遺跡が

少ないのが特徴である。

弥生時代以降

弥生期、 現在確認されている遺跡から、 外牧遺

跡(43403085)・鴫子川遺跡(43403079)・岩坂

遺跡(43403058)・上陣内遺跡(43403065)が本

報告書遺跡付近の白川に沿い存在する。 立石遺跡

はこの時期の中期から後期にかけての集落地であり、

菊陽町梅の木遺跡(43404019)から 立石遺跡 まで

遺跡の集中がある。 そしてもう一つの集中区が銅

文2本を出土した大松山遺跡(43403038)・後期

には二重 の環濠を巡らした集落、 西弥護免遺跡

(43403035)などの北部に集落遺跡の増加が見ら

れる。 したがって弥生期には白川沿いと台地上に

遺跡が存在する。

古墳時代には白川周辺に遺跡が見られず、 近辺

には集落として北部に瀬田裏遺跡(43403045)・

瀬田雨留尾遺跡(43403044)と西原村鳴子川沿い

に点在する。 また古境として矢護川流域・瀬田裏

地域・大林地域などに円墳が確認 または存在して

いたが、 前方後円墳などの規模の大きな古墳は見

られない。 横穴墓として後迫横穴群(43403037)

や岩坂横穴(43403060)がある。



歴史時 代 に な る と 旧石擦が採集 さ れてい る 旭志村

湯舟原地跡(43402027)で石製帯金具が 出 土 してい

る こ と から官牧の 存在を 想定す る 意見が あ る 。

....�鍵

熊本県内 に お い て近年、 歴史時代 の 追跡発掘例が

微増の傾向 に あ る た め、 今後、 大津町及び周辺 で の

歴史時代の追跡発見が期待さ れ る 。

。 1000m 

第2図 周辺遺跡分布図
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第E章 各遺跡の位置と歴史的環境

第1表 周辺遺跡地名表
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010 挑の本原 鳥子 桃の木原 縄文 包穏地 縄文早 晩期土器、土師器
011 がくが鱒 周子 鳥超 弥生 包蔵地 弥生後期土器
012 きつねi軍古噴群 小蒜 風当寝 古煩 古蝿 円現、直刀出土
013 風当 小蒜 風当 弥生 古墳 弥生後期土器。石包丁
014 古閑 扇子 古閑 縄文 包麓地 縄文阜 晩期土器、土師器
015 葛目 鳥子 上葛目 縄文・弥生 包蔵地 縄文早期・弥生後期土器、土師器
016 葛自慣穴 烏子 葛目谷 古繍 吉煩
017 下六段回機穴 烏子 下六反田 古畑 古煩
018 笛のπの宝器出土地 烏子 筒冗 近世 包蔵地 鋲器12点、肥刷陶
019 鳥子械跡 鳥子 陣ノ上 中世 械 中世械跡
020 古閑向 馬子 古閑向 縄文 包蔵地
021 鳥子障の上 鳥子 陣ノ上 縄文 包蔵地
022 下六回国の麿崖仏 烏子 下六反田 中世 石造物 村
023 上鳥子備穴群 烏子 水の谷 古繍 古損
024 きつねi軍石信群 小蒜 風当程 古鳩 埋葬
057 轟鶴古屋敷 小蒜 換怨 縄文~古蝿 包蔵地 縄文ー弥生 古煩悶土器出土
058 �館周娠の口(桑超音池サン) 小蒜 轟恕 縄文 弥生 包蔵地 縄文ー弥生
059 最鶴 小森 話題 弥生 包蔵地 弥生土器 土師器 須恵器
060 日南為 烏子 日商為 縄文~古代 包蔵地
061 員組土橋 小務 員陸土橋 縄文 弥生 包厳地 縄文・弥生土器、土師器
062 丸林 小森 員鶴 縄文~古代 包蔵地
063 鳥子縄 烏子 上馬子 中世 持 中t!!減跡
064 後追 鳥子 後迫 縄文・弥生 包蔵地 縄文早期ー弥生後期、土師器
065 どや蝿の上 小森 大切畑 弥生 包蔵地 弥生後期土器 土師器 須恵器
066 うっさい 小森 土借 弥生 包蔵地 弥生後期土器
067 袴野 小森 袴ノ冨 縄文・弥生 包蔵地 縄文前期・弥生土器
069 揺が池 小森 �1lI 弥生 包蔵地 弥生後期土器 土師器 須恵器
070 揺が;世西側台地 小森 鎚鶴 縄文 弥生 包蔵地 鍋文後晩期 弥生後晩期土器
071 先ノ原 小軍事 大切畑寝 縄文~中世 包蔵地
076 風蒜 小森 縄文~中世 包蔵地
077 新所草上の際 小蒜 鍋文~中世 包蔵地
078 涼み嫁 小森 鍋文~中世 包蔵地
117 間ノ仮A �1lI 旧石器~縄文 包蔵地 土器片 側片 石被採集

所在地
豆旦並杢

備考

熊本県(43)阿鼠町(430)
遺跡番号| 遺跡名

親筆
所在地 備考

一明
石川一滴

第1表 周辺 遺跡 地名表(つづき)

立石遺跡 発掘調査風景
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9f'1 rn主主 立石治則卜の調査

第田章 立石遺跡の調査
第1節 立石遺跡の位置と層位

位置(第2図)

立石追跡は 大津町大字3111野 に 所在 し 、 阿蘇北地

に 源を 発す る 白川 と 北 向 山か ら のびる 急崖 と の 問

の 幅の 狭 い 沖積地上に位置す る 。 標 高 は j出跡の東

端で約12 0 m、 西端に お い て は 約110 mで東か ら

西 に 緩や か に 傾斜 し てい る 。 調査区は西か ら JI慎に

I 区か ら vlll 区 ま で設定 さ れた 。

層位(第3図)

I層 灰褐色土 耕作土であ る 。 最 も 厚 い と ころ

で1.8m に 達す る 。

E層 褐色土 アカホヤ火山灰の 二次取組土で、

弥生時代 の 造物 を 包含 し 、 当時期!

の 遺構が検出さ れ る 。 厚きは

2 0 �50 c01で、あ る 。

皿尼j 黒褐色土 純文l時代早期!の辿物が包含 さ れ

る 。 この周の 上国で当時期の集

石が検出 さ れ る 。

NJ冒 淡褐色土 粘性を 帯び、てい る 。 1!1.\辿物)百で

あ る 。

V�i n音褐色土 *，!i'l� 
あ る 。

VIJ冒 賛褐色土 粘性を 南びてい る 。 1!日辿物屈で

あ る 。

I )冒

「由国πu

 

2m 

皿層
N層
V層
VI層

。

第3図 立石 遺跡 基本土層図

第2節 縄文時代の遺構と遺物

創立文n寺 代 の 逃構 は 、 VI 区 か ら 集 石10 基 が検 出 さ

れ た 。 い ず れ も 皿層 か ら の 検 出 で、 遺構配置 図 に 見

ら れ る よ う に 集 石 は 南北両方 向 に 広が る と 思わ れ る 。

辿構の 周囲か ら は 、 純文早期の 山形 文・楕円文・裕

子目文 の 抑型文土器、 繍付の 無文土 器 、 条痕文土器

などが 出 土 し て い る 。 ま た 、 包含層 か ら は 撚糸文土

鳩 ・ 純文土器がわず か に 出 土 し てい る 。 以下集 石 に

つ い て詳細に 記述す る 。

1号集石(第6図)

1.6x 1.0 m の 範囲 に 広が る 。 中 央 に 大きめの 石

が あ り 、 周囲に は 拳大の 破砕機が約 3 0 個 ほど散在

し てい る 。 新i り 込み は lirff.認 さ れてい な い。

集石 の 周囲か ら は 楕円文 ・ 1 11 形 文 の 押 型文土器、 無

文土器の 胴音1\片が 出 土 し て い る 。

2号集石(第6図)

1.3 Xl.Omの 範囲 に 広が る 。 中 央 に 3 0 c01前後 の

大きめの石が2個あ り 、 周囲に lはま20 cαco1前後 の 扇 平 な

I陳深を l仁:1干和1:

な い 。 周囲カか通 ら は 、 1 11形 の 抑型 文 土 器、無文 土 器 の

胴部片、 品目文の圧痕が数条の こる 底部が 出 土 し て い

る 。

3号集石(第6図)

1.2 X1.2 m の 範囲 に 広が る 。 石 は 散在 し 、 そ の

聞に 土器 が混じ る 。 掘 り 込 み は 確認 さ れて い な い 。

1波昨際が多 く 、 集 石 の 中及び周囲か ら は 山形文-楕

円文の 抑型文土器、 無文土 器 な どが 出 土 し てい る 。

4号集石(第6図)

1.4X 1.3 mの範囲に広が る 。 石 は 散在 し 、 聞 に

土 器 片 が混じる 。 掘 り 込 み は 確認 さ れて い な い 。

集 石 の 中及び周囲か ら は 山形文・ 楕円文 の 押型 文 、

痛付の 1!\\文土器、 条痕文 土 器が 出 土 し てい る 。
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第l節 立石遺跡の位誼と層位
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第4図 立石遺跡 調査区位置図
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第田主主 立石弘tJlìJJiの調査

5号集石(第6図・5号集石 検 出 状況写真)

1 .1Xl.Om の 範聞 に 、 3 0 crn前後 の 大 きめの石が

花弁状 に 配さ れてい る 。 集 石群 の な かでこの よ う な

形態はH佐ーで あ り 、 掘 り 込み は 確認 さ れてい な い が

断而の 石 の あ り 方 な どから浅い 掘 り 込 み の i:1:t に 花弁

状 に 配置 さ れてい た も の と 思わ れ る 。 周囲 よ り LU形

文 の 刊l型文土器、 1n� 文 土 器 の 胴部片 などが出土 し て

い る 。

6号集石(第7図)

1.8X l .lm の 範囲 に 広が る 。 集 石 の 北 端 に 4 0 crn

前後 の 大き な 扇平 な 石 が あ る 。 全体的 に 扇平 な 石が

多 く 、 集 石 聞 に 土器が混じる 。 掘 り 込み は 確認 さ れ

てい な い。 山 形文 の押型文土器の底部、 条痕文土器

の 胴部片 な ど3 点 の土器が周囲 よ り 出 土 し てい る 。

7号集石(第7図)

1 . 1 XO.9 m の 範囲 に 広が る 。 l Ocrn前後 の 扇平 な

石材が 多 い 。tJfiI り 込 み は 確 認 さ れてい な い 。1p.{文土

訴のJJmlf!;11片がl点 出 土 し てい る 。

VI 区 航空写真

号4バ・じ一γ判
明ド

酬
軟
調F飢g吋ロ-hd

号
1

叶い
わ

5号
響6号

a 

o 5 10m 
第5図 立石 遺跡 縄文時代 遺構 配置図
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第2節 制文l時代の辿精とi立物
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第6図 1号-5号集石 実測図
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立石遺跡の調査
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10号

実測図6号-10号集石第7図

8号集石(第7図)

れた石の 可 能 性 が あ る 。 集石の 中 及 び周 囲 か ら 押型O.7XO.9mの範囲 に 数個の 石が散在 し て い る 。

文土器・無文土器などが 出土 し て い る 。

9号集石(第 7図)

10号集石(第 7図)1.6 X 1.3mの範 囲 に 広が る 。 集 石 の 西側 に 2 5cm

集石の 北側 は 調査区 外 に 延びて お り 、 広が る 範 囲前後 の扇平な 大 き め の 石 が あ り 、 周 囲 に 15cm前後の

は 不明 で あ る 。 石 は 散 在 し て お り 、 掘 り 込み も 確認扇平な 石 が集石す る 。 掘 り 込みは確認 さ れて い な い。

さ れて い な い 。集 石 の 北東部 に は 空 白 の 部 分 が あ り 、 抜 き 取 ら れた

1 1 

跡 と 考 え ら れ る 。 遺 構配置図か ら も わ か る よ う に

rs号集石J は9号集石に 近接 し て お り 、 こ の抜 き 取 ら
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第皿章 立石遺跡の調査

第3節 弥生時代の遺構と遺物

弥生時代 の 遺 構 は 、 遺 構配置図に 見 ら れ る よ う

に E 、 N区か ら 検 出 さ れた 。 そ の 内容 は 、 竪穴式

住 居 跡 が 1 0 軒 、 土 器 溜 め 1 基 で 、 1 0軒 の 竪 穴 式

住居跡の う ち 3 軒 は切 り 合 っ た 状態 で 検 出 さ れた 。

L 、ずれ も 弥生時代後期 の も の で 、 E層 か ら 検 出 さ

れた 。 また遺物 は E 、 N区以外 の 調査区か ら も 見

つか っ て い る 。 そ の 中 に は遺構 に と も な う 時期 (弥

生時代後期) 以外 に も 、 弥生時代 中 期 の遺物 も 含

まれる 。 以下検 出 さ れた遺構 ご と に 詳細を記述す る 。

301号住居跡(第9図)

住居跡 の 東側 は 調 査 区 外 に 延びて い る た め、 平

面形態 は 不 明 で あ る 。 残存す る 輸の長さ は4.40m、

遺構検 出 面か ら の深 さ は 約40cmを測る 。 床の 中 央

部 に は炉が あ り 、 そ の 炉 を 挟 んで'2本 の主柱があ

っ た と 考 え ら れ る 。 住居跡 の 西側 と 南側 に は床面

よ り 約 1 0cmの と こ ろに ベッド状遺構があ る 。 また 、

炉の東側 に は 焼土が広が り 、 炭化材 も 見 ら れる こ

と か ら 焼失家屋の可能性が高 い 。

出土遺物

床お よ びベッド状遺構の

直上 よ り 蜜形 土 器 が2個出

土 し て い る 。 い ずれ も 外器

商に はタタキ 目 が見 ら れハ

ケメ と ナデ調整 が施 さ れ、

内 器面に はハケメ と ナデ調

整が施 さ れて い る 。 いずれ

も 底部 を 欠 き 、 そ の欠損部

の割れ口 か ら 内 器面 に か け

て ス ス の付着が認 め ら れ る 。

302号住居跡(第10図)

304号住 居 跡 の 北西部 を 切 る 形 で 検 出 さ れて い る 。

平面形態 は長方 形 で 、 長軸3.00m、 短軸2.68m、

遺構検 出面か ら の深 さ は 約40cm を 測 る 。 柱穴 は 検 出

さ れて い な い 。 床 よ り 粉状の骨片 が 出 土 し て い る 。

出土遺物

遺 物 の 量 は 少 な い 。 弥生土 器 の 小 片 が数 点 出 土 し

て い る 。

304号住居跡(第 1 0図)

住 居 跡 の 東側 が調 査 区 外 に 延び 、 さ ら に 東 側 は

302号住居跡 に切 ら れて い る 。 平面形態 は長方 形 を

ー

一

回

N区

第8図 立石遺跡 弥生時代遺構配置図
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第3節 引J;生時代の逃構と遺物
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第9図 301号住居跡 実測図

呈 し 、 長!I�IJ は 5.88m以上、 短!I!JIJ は4.72 mで遺桝検出

面からの深 さ は 約 4 0 cmを 測る 。 床の仁1:1央部に は炉が

あ り 、 長期IJ、 短II唱l そ れぞ れのll�IJ方 向 に 沿っ て柱穴が

あ る 。

出土遺物

床面直上からの 出 土造物 は な い が、 埋土中 よ り 銅

鉱が 出 土 し てい る 。 ま た 、 断面形 状 が三角形 を 呈す

る 複合口縁壷の口縁部、 流水文が施 さ れた 壷の肩部、

く の字 に 屈曲す る 聾形 土 器 の 口縁者1\な どが出土 し て

し、 る 。

401住居跡(第11図)

住居跡の 南 側 は 調査 区 外 に 延びてい る た め、 平面

形 態 は 不明 で あ る 。 調査時は2 llFfの住居跡、の切 り 合

い と 考えられてい た が、 土居断面の 状 況 よ り 、 浅い

住居跡 と さ れて い た も の は 、 ベッド状 追椛 と 思われる 。

残存す る 南!Jの長 さ は 5.52 mで 、 逃梢検 出 面からの深

さ は約 30cmを 測る 。

出土遺物

坦!土中の追物 は 他 の 住居跡 に 比べ少な く 、 弥生土

器の小片がほと んどで あ る 。

- 14 -

301号 住居跡 完掘 状況

14 

301号住居跡出土 聾形土器s=約1/8

403号住居跡(第11図)

平 面形態は正方 形 で 、 長期IJ3.0 8m、 短期!J3.0 0 m、

追構検 出 面からの深 さ は 約 1 8cmを 測る 。 柱穴は 検 出

さ れてい な い が、 形態などから住居跡 と し た 。

出土遺物

出 土量は少な く 、 流水文が施さ れた 壷の肩部の小

片 な ど、 数点が出土 し てい る の み で あ る 。



第m:WJ: 立石巡跡の調査

〉
1l「H--a

E
|

 

言

304号
-'1/ 

③ / / 凸
〉

I ) 

G ⑥ 
q 

@ 

叶1/

→1/ 
-B・

-.1/ 

→1/ 
対/

鑑識 炉 一一B'

三三込
υ 304号住居跡出土 銅銭 原寸

第10図 302・30 4号住居跡 実測図

2m 

404号住居跡(第11図)

住居跡の 南 側 と 西側 は 調査区外 に延びてい る た め、 床 よ り 約 1 5cmの と ころ に はベッド状地桝があ る 。 ま た 、

平 面形態 は 不明 で あ る 。 残存す る 側 の判lの 長 さ は 炭化材が3カ所で 検 出 さ れて い る 。

3.72 m を 測 り 、 追檎検出面からの深さ は 約 1 5cmを 4 06号住居跡の 平 蘭形態 も 長方形を 呈す る 。 長軸

測る 。 床 よ り 約5cmの と ころ に ベッド状遺構があ る 。 の長さ は 4.96 m で 、 主柱は 長期11の方向 に沿っ た 2 本

出土遺物 と 考えられ る 。 主柱穴の 方向から少 し ずれ た と ころ

タタキ目が見られ、 ハケ メ と ナデ調整が施さ れた に 炉があ り 、 焼 土 が充填 し てい る 状態で検 出 さ れた 。

翌日3土器の 口縁部、 l阿部片が出土 し てい る 。 ま た 、 住居の 北東部に は 床 よ り 約15cmの と ころ に 約

1 .2 m XO.7m のベッド状追椛があ り 、 そ の直上よ り

405・ 406・ 407号住居跡(第11図)

3!I1'1ーが切 り 合っ た 状態で検出さ れてい る 。 土居断

面よ り 、 新旧関係は 古 い 順 に 4 0 7→406→405号住

居跡で あ る 。

405号住居跡の平蘭形態は 長方形で あ る 。 長期11 は

6.36 m 、 短軸は4.60 m で 、 主位は 4本 と 考えられ る 。

lAt化材が検出 さ れてい る 。

407号ー住居跡 は 西側を 406号住居跡に切られ、 東

側 は 調 査 区 外 に 延びてい る た め、 平面形態は不明で

あ る 。 残存す る 側 の 羽JIの長さ は4.32 m で、 床よ り 焼土 、

ベンガラが検出 さ れてい る 。 柱穴は 見つ か っ てい な い 。

pb

 



第3節 弥生時代の遺構と造物
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第IIIì江 立石辿i朗、の調査

@ 

A一一 一一 A'

土器溜め
A_l::ll1.00m 一一 A'

三弐二二工?イコ=ィ7ふーーニムーアー--=- L二二

第12図 408号住居跡・土器溜め 実測図

出土遺物

切 り 合う 3 ïlf干の 住居跡の う ち、 最 も 11\ 土量が 多 い

の は 405号住居跡で 、 タタキ目が見 ら れ、 ハケ メ 、

ナデ調整が胞 さ れた 説形土器 の 口縁部か ら 胴音1\にか

けて、 ま た 高杯の !闘l音1\な どが 出 土 し てい る 。

408号住居跡(第12図)

平 面形 態 は ほぼ正方 形 で 、 長ilq115.3 2 m 、 短ilq!1

4.92 m を ìHiJ り 、 遺構検 出 而か ら の 深 さ は 約 2 5cmで

あ る 。 住居の 北東部には径約0 .65mの 半円形 のベッ

ド状遺構があ る 。 柱穴は2 個検 出 さ れてい る 。

出土遺物

11\土量 は他の住居跡に比べ少な い 。

土器溜め(第12図)

長制 1 .2 8m 、 短期11 1.0 8mの 土坑内か ら 土器 や 石

器などが 出 土 し た 。 土層院rrooか ら は4 0 8号住居跡が

廃絶 し た 後、 覆土で竪穴が磁わ れた のち、 土坑が銅

ら れ、 そ こに廃棄された も の と 解釈できる 。

2m 
3 

土器溜め 検出状況

出土遺物

総個 体 数 は 約 1 30 @1体以上にの ぼる 。 器種別で は 、

裂形土器が約 1 00 @体 、 壷形土器が約3 0 個 体 、 高j不

2 個体、 器台5個体 な ど と な っ てい る 。

議形土器は完全に復元可能 な も の が殆どな い が 、

口縁部、 底部の 大き さ な どか ら 大型 、 中 型 、 小 型 の

3種類に分け ら れそ う で あ る 。 ま た 、 口縁部、 底部

の 個体 数に比 し て胴部の破 片 が少な い 。

壷形土器は丹塗 り の袋状口縁長頚壷を はじめ と し て、

機々な器種が 出 土 し てい る 。

以下に、 復元で き た 出土遺物 の う ち、 主な も の を

掲載す る 。

- 1 7 一



冴13ûTi ';11、�:時代のjld椛とjJd物

立石遺跡W区土器溜め出土遺物

大型の壷はこのほかNo20

09ページ)の3点が出

土している。

17 

壷形土器 s=約1/5

口。



節目2足 立石追跡の制査

| 立石遺跡N区土器溜め出土遺物

22 

23 

壷形土器 s=約1/5

- 19 一



立石遺跡W区土器溜め出土遺物 |

第3節 弥生時代の迎桝と辿物

27 

25 

立石追跡全体では70点にのぼる

丹塗り土器の破片が出土している。

壷形土器(丹塗リ s=約1/3

20 一

26 



第illi'ff. 立石逃跡の淵査

l 立石遺跡N区土器溜め出土遺物

30 

31 32 

壷形土器 s=約1/3

29 



?D3節 弥生H寺代のj立桝と逃物

立石遺跡N区土器溜め出土遺物 l

高杯 s=約1/3

33 

36 

35 

器台 s=約1/3

- 22 一



第皿主主 立石巡跡の調査

l立石遺跡W区土器溜め出土遺物

窒形土器 s=約1/5

40 

※スケールは不統一

石器 s=約1/2

石器はこのほか、 敵石・台石 ・ くぼみ石など30点あまりが

出 土しているO

磨石(丹付着)

『U円〆』

石斧



第4節 配石遺構

第4節 配石遺構(第1 3図)

配石遺構 は 1 8mX6mの南北 に細長い調 査 区 、 W

区 の 中 央 よ りやや北側 に て 検出さ れた 。 遺構は東西

軸と南北軸 に 延 び、 全体はT字型 を呈 し てい る 。 東

西軸に 集 中 し てい る 板状石 は南方 向 に傾斜 し た状況

であ っ たが、 本来は直立 し た 板状石が2列に配置 さ オム

板状 石 を 固定す る よ う に 円 石 を 配置 し た も のと思 わ

れ る 。 調 査 区 の 東西壁 に 確認坑 を 設定 し た 結果、 連

続 し た 遺構が確認 さ れた た め、 こ の配石遺構 は 東西

に 延 び る こ とが予想さ れた 。

た め、 こ の遺構の性格に ついて は 不 明 な点が多 く 、

そ の全体像について は今後の類例 を 待つ こ ととしたL、

立石遺跡近辺に所在す る 無田原遺跡・ 瀬田裏遺跡

で押型 文期 の配石遺構が検出さ れて おり、 こ の遺構

との 関 連 も 考慮す る 必要があ る が、 本遺跡 の配石遺

構 は立石遺跡 の基本土層 、 弥生 の 包含層 で あ る E層

で 検出さ れ、 遺構 の 周 囲 に少数で あ る が弥生 土器片

が出土 し ている 。 こ れ ら の こ とか ら 弥生期 の遺構の

可能性が想定さ れ る が、 検出し た 遺構 は一部で あ る

ー

\，...-

'" 
\ ⑨ 

σ-
。

. 

\ 
4 

己主=・

第13図 配石遺構 実測図
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第 四主主 立石巡跡の調査

第5節 まとめ

白川南岸の沖積地上に位置する立石遺跡では縄文

時代早期から弥生時代までの遺構・地物が出土した。

特にこの遺跡で迫構の数、 造物の量が最も豊富なの

は弥生時代後期でI区~田区までの全調査区から辿

物が出土している。 特に遺構が検出されているm.

W区、 隣接する V区からは大量の土器が出土している。

中でも、 W区に位置する土器溜めからは130個体以

上の土器と石器が検出された。 最も上層から丹塗り

の壷が出土していることからも祭杷的な意味を持つ

辿構である可能性が想定される。 また、 E 区の304

号住居跡の埋土中からは銅鍬が出土しており、 これ

らのことからもこの地識の拠点となるような集落が

存在していた可能性が高い。

以下、 時代ごとに簡単にまとめたい。

立石遺跡航空写真 (東上空より)

巳d円/-



第 5節 まとめ

縄文時代

早期

[遺構]純文時代早期の追構はVI区にて集石10基が

検出された。 集石群は調査区外に広がることが考え

られ、 直径が1m前後の範囲を持つものがほとんど

である。 検出時に掘り込みが確認されていたものは

なかったが、 5号集石については断面の様子から掘

り込みを持っていたものと考えられ、 また花弁状に

人頭大の角磯を配しており 、 典型的な石組み炉の形

態である。

[遺物]

土器 抑型文土器が約7割の割合で出土し、 そのほ

か無文土器、 条痕文土器などが集石の周囲から出土

している。 また、 包含層出土の土器も集石の周囲の

出土状況と同様の傾向が見られるが、 そのほかに撚

糸文土器や縄文土器が出土しており、 その 中には胴

部に屈曲部を持ち、 撚糸文が施文された手向山式土

器がl点出土している。

石 器 集石の周囲および包含層より石徹、 石斧など

が出土している。

弥生時代

中期

[遺物] 中期の遺構は検出されていないが、 遺物は

各調査区より検出されている。 T字形口縁をもっ黒

髪式土器などが出土している。

弥生時代

後期

[遺構]住居跡10軒、 土器溜めl基が検出された。

住居跡は2本柱で、 ベッド状遺構をもつものもある。

出土状況が最も良好な301号住居跡と土器溜めから

出土の土器(聾形土器をもとに)、 また3軒の切り

合いを基準に住居跡の新旧関係を考えると、 次頁の

ような図式になる。
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407号住居跡!

406号住居跡i 408号住居跡

61 62 

石鍛

石包丁

砥石

第四主主

301号住居跡

63 

有溝石器

固

可F
園

6 4  

立石遺跡出土

立石泣跡の調査

土器i留め出土の土燃のうち40 5号住居跡下層出土

の土器と接合するものが 5点前後あり、 土器i留めの

土器のJ百位が不明であるため確実ではないが、 お そ

らく土器打留め上層の土器が405号住居跡に流れ込ん

だものと考えられる。

[遺物]

土器 I区�VJ[区にかけての辿構の埋土1:1:1や包含眉

から出土している。 特に土器j留めからは壷形土器、

翌ßJf�土器、 Ri杯、 器台がセットで出土しており、 同

時期におけるセット|甥係を知ることのできる良好な

資料である。 形態での比較ができる盤形土器につい

てみると、 土器溜めからは、 くの字に屈|出する口縁

を持ち、 ハケメとナデ調整が 施されたもの ( 遺物

No39・40)が出土し、 301号住居跡からは、 口縁

部端部をつまみ上げタタキ目がのこりハケメとナデ

調撃が施されたもの (No14" 1 5) が出土しており、

形態から前者が後期前半頃、 後者は後期後半頃に比

定され、 大きくはこの2つの時期に辿構が形成され

ていたと考えられる。

石器 石倣(No61�64)、 石包丁(No6 5)、 有fFi

石総(No66)、 1砥石(No67)、 環状石斧(No68・69)

などが出土している。

鉄器 手鎌(No70・71) 施(No72�74)、 倣

(No75-77)が出土している。 立石追跡全体では撚

極不明を含めると40数点にのぼる。

環状石斧

石器 s=約1/2

27 



第5節 まとめ
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71 

主包

75 76 

鯨

立石 遺跡出土 鉄製品 s=約1/2

80 

立石 遺跡1 . v区出土 遺物 s=約1/ 4
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第 lV章 大在日A追跡 の調査

第W章 大鶴A遺跡の調査
第1節 大鶴A遺跡の位置と層位

位 置(第 1 5 図)

大鶴A追跡は大津町大字外牧に在し、 そのlやで

も最も東に位置する。 標高は170m前後で、東から

西に緩やかに傾斜している。

調査はA・B.C区の3ヶ所で行われ、 縄文時代

前期から 中世までの迫梢と迫物が見つかっている。

層位(第 14図)

I屑 灰褐色土 耕作土である。

lI}冒 黒褐色土 中世以降の造物包含層である。

皿層 褐色土 アカホヤの二次堆積土で、 弥生

時代の包含層および遺構検出面

である。

I層

詔uj

 

汁以 2m 

困層

町j冒

V層
。

第1 4図 大鶴 A 遺跡 基本土層図

N層 黒色土

V層 ローム jl�石が混じる。

第15国 大鶴 A 遺跡 調査区位置図

一 2 9



第2節 純文Hキ代のill物

第2節 縄文時代の遺物

大鶴A追跡では、 C区において制文時代前期~後・

l脱却!の辿物が出土している。 前知J�I�:IJ9Jにかけて

の造物はC区 中央部と北西部の2ヶ所から集 中して

出土しているが 、 j立構は確認されていない。 最も

多く出土しているのは曽州式土撚で、 口縁部が外

反し 、 文様体の区画が 明瞭でーないタイプのものが

多く見られる。 器面の調整は丁寧なナデが 施され 、

JJ台土に滑石が混入されているものもある。 ま た、

その他にも地文に貝殻条痕を施し 、 制|雀起什1文を

Hillり付けた縦B式土器、 熊本県天水町所在の尾団員

塚出土の土器群を標式とする尾旧式土様、 地文に

条痕を施し、 細し、綾杉状の沈線を!悔したJ!11CD式土器、

瀬戸内地方で 中期lに隆盛する船元式土器など前期l

から 中期初めにかけての土協が 多数出土している。

82 

轟B式土器

85 

首畑式土器

船元式土器

98 

101 

尾田式土器

103 104 

105 町106

轟CD式、 その他の土器

大 鶴 A 遺跡 縄文前期 ~中期 出土土器 s=約1/ 4

107 108 

北久根山式土器

111 
110 

滋賀里式土器
鐘ヶ崎式土器

大 鶴 A 遺跡 縄文後期 出土土器 s=約1/3
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第W章 大鶴A遺跡の調査

第3節 弥生時代の遺構と遺物

弥生時代の遺構 は 、 遺構配置図に 見 ら れる よ う に

B . C調査区 よ り 検 出 さ れた 。 そ の 内容 は 、 竪 穴 式

住居跡4軒、 土坑 1 基、 不 明 遺 構 l 基 で あ る 。 住居

跡 の 主軸の 方 向 はほぼ東西 を 向 き 、 4軒 の 住居跡 に

共通 し て い る 。 ま た 、 主柱 は 2 本柱 と 4本 柱 の も の

があ り 、 いずれの遺構 も E 層 上面か ら の 検 出 で あ る 。

204号住居跡 (第1 7図)

平面形 態 は 長方 形 を 呈 し 、 長軸3.48m、 短 軸

2.88m、 深 さ は 約 2 0cmを 測 る 。 主柱は4本 と 考 え ら

れる 。 竪穴 中 央部 に は炉が検 出 さ れ、 そ の 周 囲 に は

硬化面が広が っ て い る 。 住居跡北東部 に は壁 溝 と 呼

ばれ る 溝 が掘 ら れて い る 。 壁 溝 の 深 さ は 約10cmで‘

溝 の 底部 の 幅 は 2�4cmで あ る 。

出土遺物 遺物量 は少な く 、 土 器 の 小 片 が6点 出 土

し て い る 。

305号住居跡 (第1 7図)

北側を 302S1に 切 ら れ、 また南側は調査区外 に延

びて い る こ と か ら 平面形 態 は 不 明 で あ る 。 残存す る

方 向 の軸の長さ は5.04m を 測 り 、 遺構検 出 面か ら

の 深 さ は 約50cmで あ る 。 住 居 の 南端で炉が検 出 さ

れて い る 。

出土遺物 床面直上 よ り 護形土器 の底部など十数点

の弥生土器が 出 土 し て い る 。

306号住居跡 (第1 7図)

平面形 態 は 長方 形 を 呈 し 、 長軸4. 08m、 短 軸

3.08m、 遺構検 出 面か ら の深 さ は 約 3 0 cm を 測 る 。

主柱 は長軸に 沿 っ た 2 本 と 考 え ら れ る 。 また 、 床面

に 炭化物が検 出 さ れて お り 、 焼失家屋の可能性があ る 。

出土遺物 床面直上 よ り タタキ 目 がの こ る 長脚の聾

形土器がほぼ完形で 出 土 し て い る他、 石斧・磨石・

台石などが 出 土 し て い る 。

169.40m 

169.40m 

B区
。 20 40m 

第16図 大鶴A遺跡 弥生時代遺構配置図
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306号住居跡

306号住居跡出土
石斧 s=約1/2

三ョj
305号

第3節

遺物出土状況

υ 

113 

L zシ

弥生時代の巡梢と逃物

306号住居跡出土 整形土器

J 、も

一-A'

E三 A�171.50m 

国

=む竺三
204号

局、 唱 。

@laoy@ 
ö ..)� 

g 

s=約1/8

国

ー-A'

三ヨー 邑三-jE
2m 

第17図 204・305・306号住居跡 実測図
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第Nf;'t 大館A巡跡の調査

301号 土坑

平商形態は楕円形を呈し、 長*1111 .4m、 短*1110.7

mを測る。 完形の壷形土器が/1\土している。

不明遺構(第 1 8図)

平面形態、が方形を呈する竪穴部の周囲に 多数の柱

穴が配されており、 南側に枠j円形の土坑がこれに続く。

竪穴部からはタタキ目がのこる聾形土器のJJ阿部片な

どがIJ\土している。

114 

301号 土坑出土 壷形土器 s=約1/8

2m 

第18因 不問遺構 実測図
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第4節 古墳時代の遺構と造物

第4節 古墳時代の遺構と遺物

古墳 時 代 の 遺構 と し て は 竪 穴 式住居跡6軒 が検 出

さ れて い る 。 い ず れ も B ' C調 査 区 か ら 見つ か っ て

お り 主軸 はほぼ東西 を 向 い て い る 。

201号住居跡 (第20図)

平面形態 はほぼ方形 を 呈 し 、 長軸3 .68m、 短軸

3 .24m、 遺構検 出 面か ら の深 さ は平均40cm を 測 る 。

柱穴 は 検 出 さ れて い な い が、 形態か ら 住居跡の可能

性が高 い と 思われる 。

出土遺物 埋土 中 よ り 土師器の小片が十数点 出 土 し、

袋状鉄斧が 出 土 し て い る 。

202号住居跡 (第20図)

平面形態 は 方形 を呈 し 、 長軸2 .96m、 短軸2 .96m、

遺構検 出 面か ら の深 さ は約30cm を 測 る 。 柱穴 は 検 出

さ れて い な い が、 形態か ら 住居跡の可能性が高 い と

思われる 。

出土遺物 埋土中 よ り 壷形土器 の 口 縁部か ら 胴部上

半 に か け て が 出 土 し て い る 。

203号住居跡 (第20図)

平面形 態 は 長 方 形 を 呈 し 、 長軸4 .48m、 短 軸

3 .92m、 遺構検 出 面か ら の深 さ は 約 3 0 叩 を 測 る 。

柱穴 は検 出 さ れて い な い が、 形態か ら 住居跡の可能

性が高 い と 思われる 。

出土遺物 住居跡埋土 の下層 よ り 土 師 器 の 小片4点

が 出 土 し て い る 。

302号住居跡 (第20図)

305号住 居 跡 を 切 る か た ち で検 出 さ れて い る 。 平

面形態 は 方 形 を 呈 し 、 長軸4.84m、 短 軸 3 .80m、

遺構検 出 面か ら の深 さ は 約80cm を測る 。 主柱 は長軸

に沿っ た 2本 と 考 え ら れる 。

出土遺物 住居跡埋土 の下層 よ り 口 縁部か ら 胴部下

半 に か け て の 壷形土器 l 点 のほか、 壷形土器 の胴部

の一部などが 出 土 し て い る 。

303号住居跡

169.40m 

。 20m 

t 

B区

第19園 大鶴A遺跡 古境開吃遺概E置図
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第20図 201・202・203 ・ 302号住居跡 実測図

115 

201号出土 袋状鉄斧 s=約1/2 302号住居跡 出土 聾形土器 s=約1/5
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第4ùìi 古邸時代の逃柿と遺物

J⑥ 
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iミ
303号

O 
θ 

<( 

炉
304号

第21図 303・304号住居跡 実測図

303号住居跡 (第21図)

五i椛の北側及ひや東側が調査区外に延び、ているため、

平而形態は不明である。 地梢検出而からの深さは

約120cmをìf!iJる。 また、 柱穴は検出されていない。

出土遺物 床面直上より完形の琵形土擦が出上し

ている。

304号住居跡 (第21図)

住居跡東側が調査区外に延びているため、 平面

形態は不明である。 残存する方向のílq1!の長さは

4.76mで遺構検11:\而からの深さは約50cmを測る。

住居跡東側に焼土が認められる。

出土遺物 埋土 中より壷形土器の口縁部から胴部

上半にかけてが出土している。

Eロロ

O 
t 

2m 
s 

303号住居跡 出土 壷形土器 s=約1/5
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;;rm主主 大館A五:1湖、の制査

第5節 中世以降の遺構と遺物 (第2 2 図 )

中世以降の迫檎としては、 A. B 区 より道路状遺構、

潜が検出されている。

道路 状 遺構

B 区 よ り検出され、 調査区北西から東にかけて横

断している。 最深 部は 遺構検出面 よ り 1 . 1 8 m、 上

端の最大 JI!高は 5 . 66mである。 また、 道 路 面であ っ

たと考えられる硬化面の最大 JI!高は約70cmで、ある。

造物は 中世の陶磁器類が出土しており 、 この遺構

の年代の下限は 中世と思われる。

溝 遺構

A区に位置し、 南北方向に掘られているものと東

西方向に掘られているもの、 あわせて 8 条の潜がある。

出土遺物は少なく、 近世の陶磁器類の 小片が数点

出土している。

@ 

。 20 
I 

A区

50108 
第22図 大鶴A 遺跡 中世以降の 遺情配置図

A 区 溝 遺構 完掘 状況

40m 
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第6節 ま と め

第6節 まとめ

調査の 結果 、 大 飢 A 追跡、では 純文時代~ 中 |立以 降

の遺構、 辿 物が出土した。 以下 、 時代ごとに成果を

まとめたい。

縄文時代

前期 ~ 中 期

[遺物] この時代の辿松iは確認 されなか ったものの、

追物はA ・ B . C各調査区より出土した。 まず、 前期

~ 中 期にかけての遺物はC区を r-!:I心に 包含層より ::U

土している。 その 中でも:lilil:I�I'�に 最も 多いのが曽対11式

土器で 、 その他 、 �6TlB式土器 、 尾 田式土器 、 船元式

土器、 �K�CD式土器などが出土している。

後期!の土器は 若干ではあるが 、 A . B区より鐙ヶ

1"1.f式土器、 北久恨 山式土器などが出土している。

弥生時代

後期

[遺構] 弥生時代の辿構は住居跡3l!if、 土坑 l 基、

不明 迫檎 l 基が検出 さ れた。 住居跡はし、ずれも長方

形を呈し 、 2本柱と4 * 柱のものがある。 204 、

306号住居跡の 壁 際には 、 浅い 壁n'l'iと 呼 ばれる 泌が

あるが 、 い ずれの住居跡にもベッ ド 状 追椛は 見られ

ない。

また 、 不明 辿構は弥生時代後期の 造物が出土して

いるものの 、 他の住居跡などと異なり柱穴が異常に

多 く 、 また形も不定形であることなどから住居跡と

は認められがた く 不明 辿構とした。

土 坑は、 壷形土器がほぼ完形で出土しており 、 埋

納 された可能性が高い。

[遺物 A . B.C調査区の 辿椛の ;埋土 、 及び包含

j冒より出土している。 住居跡に 伴う時期の造物は弥

生時代後期後半のもので 白川水 系に 特有な三角断面

形の口縁を持つ複合口縁壷や:l差II1aJ化した 脚台を持つ

整形土器などが出土している。

大鶴 A 遺跡 出土 小型丸底壷 S=*�1/2

古境時代

[遺構] この時代の逃梢は住居跡6軒が検出 された。

柱穴が検 出 されているものは2本柱である。 遺構から

の 造 物の 出土状況は 床 直 上より出土した303号 住居

跡を除いては埋土 中からの 出土で、ある。 その他 、 特

記すべき地物としては 、 20 1 号住居跡 出土の 袋 状 鉄

斧で 、 床面近 く において出土している。

また、 包含層から小型丸底斑(No 1 l 8 )が出土している。

中世以降

[遺構] 中 世以 降の辿桝はA . B区より検出 さ れた。

このうち 中 世の 辿梢は 道 路 状 逃 梢 で、 陶磁器の 小 片

が数点出土している。 潜は 近 世以 降のものと考 えら

れる。

& 
120 121 122 

大 鶴 A 遺跡 出土 石鍛 s=約1/2
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第 V 主主 前知11 辿跡の調査上揚逃跡

123 

上揚遺跡 ・ 前畑遺跡の調査第V章

上揚遺跡 (第2 3 図 )第1節

立 石 遺 跡 の 東t揚遺跡 は 大 津 IU] 大 字 錦野 に 在 し 、

側 に 位 置す る 。 白 川 南岸 の 沖積地 に 位 置 し 、 標 高 は

1 2 0 m 前 後 で 、 東 か ら 西 に 緩や か に 傾斜 し て い る 。

ま たA 区 と B 区 と の 距 離 は 約 5 0 0 mで、 そ れぞ れ の 調 査

区 は全 く 迷 う 様相 ;を 見せて い る 。

ま ず 、 A 区 か ら は 、 逃 構 は 検 出 さ れ な か っ た が、

後期の北久根 山 式土 器 な ど が 出 土 し て い る 。

s=約1/2遮上揚 遺跡 B区出土B 区で は 集 石 が3 基検 出 さ れ、 押型文土器が数 点 11\

土 し て い る 他、 焼 土 が 南 西方 向 か ら 北東 方 向 に 向 か

そ の う ち 調 査 区 中っ て 列 状 に 多 数 確認 さ れて お り 、

央 の 腕土 の 周 辺 で は 鉄浮が検 出 さ れて お り 、 鍛 冶 に

関 す る 遺構 が あ っ た 可能性があ る 。 鉄 製 品 は 2 0 点 が

そ の 北東(器種 不 明 を 含 む ) 。 ま た 、出 土 し て い る

音I1 で は 約 4 メ ー ト ル 四 方 に わ た っ て 須恵 器 の 破 片 が

(第23 図参照)し て い る 。集 中 し て 出 土 (No 1 24)  

s= 約1/3平瓶上揚 遺跡 B区出土

。ωωhH、，
JJ

。。hhi"〉
tf

記ず企
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20m 10 
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鉄津集中部 以宣告 須恵器破片出土地
。

遺構 配置図

集石 ・ 焼土

上揚 遺跡 B区
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前知IJ辿跡の調査第2節

。伺マのl阿〉
lJ

oh-v帥・"〉
ll

前畑遺跡 (第2 4 図 )第2節

前畑追 跡 は 、 大 津111]大字外牧 に 在 し 、 現在の集落

を は さ ん で 大 鶴 A 遺跡 の 西 側 に 位 置 す る 。 標 高 は

- X=-14730 

- X:-14750 

- X=-14790 

1 20 m前後で、東か ら 西に 緩やかに傾斜 し 、 調査の結果、

I深群 と 焼 土 が検 出 さ れ た 。 1深群 は 、 調 査 区 内 の 5 ヶ

そ の成因や形成 さ れた l時期所で確認 さ れて い る が、
a ・. . . 
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な ど に つ い て は 不 明で あ る 。 ま た 、 焼 土 は 掘 り 込み

は な く 、 そ の様 相 は 不 明で あ る 。
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. 焼 土

平 安 時 代 の も の が 出 土 し て い る 。 瓶子 は 2 個 体 がー

絡 に 出 土 し て い る が追 梢 は 検 出 さ れて い な い。 ま た 、

f束。墨書土器が l 点 出 土 し て お り 、 上OJ と 判読で き る 。

30m 

遺構 配置図

1 5  
1 

前畑 遺跡第24図

。

s=約1/3瓶子前畑 遺跡 出土

40 

s=約1/2墨書 土器前畑 遺跡 出土



第VI章 総括

第 VI 章 総括

以上、 大津町大字錦野 ・ 大字外牧の 白 川 南 岸 に 点 縄文時代

在す る 4 遺跡 に つ い て 、 遺跡 ご と の 調査 に お け る 成 後期 ~臨期

果 に つ い て 述べて き た 。 こ の 章で は そ れぞれの成果 縄文時代後 期 ~ 晩期 ま で の 遺 物 は 上揚遺跡、 大鶴

を 踏 ま え つつ、 時代 ご と に ま と め た い 。 A遺跡 で 検 出 さ れた 。 い ず れ も 遺 構 は 検 出 さ れて お

ら ず 出 土遺物 も 1 0数 点 で あ る 。 そ の 中 で 注 目 さ れ る

縄文時代 の は 近 畿地方 の 土器 で あ る 滋 賀 里 式 土 器 で 赤色顔料

早期 に よ っ て 彩色 さ れて い る 。

立石遺跡 に お い て 早期 の 集 石 1 0 基 が検 出 さ れて

い る 他、 上揚遺跡か ら も 集 石 3 基 が検 出 さ れた 。 立

石遺跡 の 集石 の 周 囲 、 及 び包含層 か ら は 山 形文 ・ 楕

円 文 ・ 格子文 の押型文土器 を は じ め、 条痕文土器、

痛付の無文土器、 縄文土器、 撚糸文土器 な ど が 出 土

し て い る 。 出 土土器の う ち 押型文土器 が全体 の 約 7

割 を 占 め 、 押型文土器 の な か で は 山 形文土器が約 6

割 を 占 め る 。 口 縁部 ・ 底部の形態、 施文法 な ど か ら

数種類 に 分類で き る 。 白 川 を 挟 ん で、対岸 に 位置す る

瀬田裏遺跡 と の 関係 か ら も 、 こ れ ら の 遺物 が今後詳

し く 検討 さ れ る こ と が必要 と 思 わ れ る 。

縄文時代

前期 ~ 中期

こ の 時期 の 遺 構 は 検 出 さ れて い な い が、 遺物 は大

鶴A遺跡 に お い て 包含層 お よ び新 し い 時代 の 遺構 の

な か よ り 出 土 し て い る 。 曽 畑 式土器 を 中 心 に 、 轟B

式土器、 轟 C D 式土器、 尾田式土器、 瀬戸 内地方で

隆盛す る 船元式土器 な ど 、 前期か ら 中 期

初 め に か け て の土器が 出 土 し て い る 。

前期 ~ 中 期 に か け て は 遺跡 が少 な い

時期で あ る こ と か ら 、 こ の 時期の土器

文化の交流 を 知 る 上で貴重 な 資料 と 言

え る 。

調査区

I 区

E 区

田 区

1V区 (土器

溜め禽む)

土器溜め

重盛

約4kg

約 2kg

約44kg

約242kg

約 1 50kg

弥生時代

申期

中 期 の 遺 構 は 検 出 さ れて い な い が、 遺 物 は 立 石 遺

跡 よ り 黒髪式土器 な ど が多 数 出 土 し て い る 。

弥生時代

後期

後期の遺構 は立石遺跡 よ り 住居跡 1 0軒 ・ 土器溜 め

l 基、 大鶴A遺跡 よ り 住居跡3軒 ・ 土坑 l 基 ・ 不 明 遺構

1 基が検 出 さ れて い る 。

な か で も 、 立石遺跡 に お け る 土器 溜 め か ら の 大 量

の 遺 物 の 出 土 、 住 居 跡 埋 土 か ら の 銅 鉱 の 出 土 は こ の

集 落 が地 域 の 拠 点 的 な 集 落 で あ っ た こ と を 示 唆す る 。

し か も 、 後 期 前 半 頃 の こ の よ う な 一 括 で の 出 土 は 熊

本 県 内 で も あ ま り 出 土 例 が な く 、 こ れ ま で 様 相 が あ

ま り つ か め て い な か っ た 後 期 前 半 頃 の 土器 形 式 を 知

る 上で貴重 な 資料 と い え る 。

ま た 、 立 石 遺 跡 の 各 調 査 区 か ら 出 土 し た 弥 生 土

器 の う ち 、 黒 髪 式 土 器 を 含 む 中 期 ~ 後期 中 頃 ま で の

1平方 メ ー ト ル 1 平 方 メ ー ト ル

調査面積 あた り の璽湿 調査区 重盛 調査面積 あた り の量盤

264. 7ni 約 1 5g/ni V 区 約79kg 97. 7 ni  約809g/ni

167.5而 約 1 2g/肘 羽 区 約 3 0kg 253.9ni 約 1 1 8g/ni

1 76. 1 ni 約250g/ni 羽 区 約4kg 5 9. 7 ni  約67g/ni

65 1.6ni 約37 1g/ni 田区 約 2 2kg 374. 9ni 約59g/ni

1 .4ni 約 1 07kg/ni

第2表 立石遺跡 弥生土器出土量(中 期 ~ 後期)
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土 器 が か な り の 割 合 を 占 め て お り 、 特 に E 、 W 区

そ し て 隣接す る V 区 に お い て は 大 量 に 出 土 し て い る 。

( 第 2 表 参 照 ) こ れ ら の こ と か ら 、 検 出 さ れた 遺 構

の時期 (後期後半) 以前 に も 同様の場所 に お い て 人 々

の生活が営 ま れて い た 可能性が高 い と 言 え る 。

古蹟時代

古 墳 時 代 の 遺 構 と し て は 、 大鶴A遺跡 よ り 竪 穴 式

住居跡 6 軒 が検 出 さ れて い る 。 当 初 こ れ ら の 住居跡

は 弥 生 時 代 の 遺構 と 考 え ら れて い た が、 整理作 業 の

結 巣 、 古 墳 時 代 の 土 師 器 が 出 土 し て い る こ と が確認

さ れた 。 こ れ ら の 遺 物 か ら 住居 は 5 世 紀初 頭 頃 に 形

成 さ れて い た も の と 考 え ら れ、 弥生時代後期後半の

住居跡 と 閉 じ 土 地 に 住居 を 営 んで い る こ と か ら 、 弥

生 時 代 か ら 古 墳 時代 に か け て の 集 落 が立 地 の う え で

差違がな い こ と が伺 え る 。

ま た 、 上揚遺跡か ら は 躍や短鰹壷 な ど の 須 恵 器 の

破 片 が 出 土 し て い る 。

奈良 ・ 平安時代

こ の 時期 の遺構 ・ 遺 物 は 上揚遺跡 ・ 前畑遺跡 に お

い て 検 出 さ れて い る 。 い ず れ の 遺 跡 か ら も 方形 や 円

形 の 焼土 が検 出 さ れ、 ま た 上 揚遺跡 に お い て は 周 囲

よ り ス ラ グな ど が 出 土 し て い る こ と か ら 鍛治 関 連 の

遺構の可能性が考 え ら れ る 。 遺物 は 土 師器や須恵器

が 出 土 し て い る 。

中世以降

中 世 ~ 近 世 に か け て の 遺構 と し て は 大鶴 A 遺跡 よ

り 道路状遺構、 溝 な ど が検 出 さ れて い る 。 遺 物 に 乏

し く 、 様相 は つ か め て い な い が、 道路状遺構 は地形

に 沿 っ て 北西方向 か ら 南東方 向 に 延 び る 。
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第3表 出土遺物一覧 (No.は遺物の横に付 した ものを指す)

遺物 No. 遺物内容 出土地点 縮小率 頁
押型文土器 (山形文) 立石遺跡 VI 区 包含層一括 s=約 1 /3 1 2  

2 押型文土器 (山形文) 立石遺跡 VI区 9号集石 s=約 1 /3 1 2  

3 押型文土器 (山形文) 立石遺跡 VI区 5号集石 s=約 1 /3 1 2  

4 押型文土器 (山形文) 立石遺跡 VI 区 包貧層一括 s=約 1 /3 1 2  

5 押型文土器 (山形文) 立石遺跡 羽 区 包倉層一括 s=約 1 /3 1 2  

6 押型文土器 (惰円文) 立石遺跡 VI区 4号集石 s=約 1 /3 1 2  

7 押型文土器 (楕円文) 立石遺跡 VI 区 包含層一括 s=約 1 /3 1 2  

8 無文土器 立石遺跡 VI 区 9号集石 包含層一括 接合 s=約 1 /3 1 2  

9 無文土器 立石遺跡 VI区 7号集石、 9号集石 接合 s=約 1 /3 1 2  

1 0  条痕文土器 立石遺跡 VI区 4号集石 s=約 1 /3 1 2  

1 1  押型文土器 (山形文) 立石遺跡 VI区 7号集石 s=約 1 /3 1 2  

1 2  押型文土器 (山形文) 立石遺跡 VI区 4号集石 s=約 1 /3 1 2  

1 3  押型文土器 (山形文) 立石遺跡 VI 区 包含層一括 s=約 1 /3 1 2  

1 4  翠形土器 立石遺跡 皿 区 30 1 号住居跡 s=約 1 /8 1 4  

1 5  整形土器 立石遺跡 E 区 30 1 号住居跡 s=約 1 /8 1 4  

1 6  銅銭 立石遺跡 E 区 304号住居跡 原寸 1 5  

1 7  壷形土器 立石遺跡 W区 土器溜め s=約 1 /5 1 8  

1 8  童形土器 立石遺跡 W 区 土器溜め+405号住居跡 下層 接合 s=約 1 /5 1 8  

1 9  童形土器 立石遺跡 W区 土器溜め s=約 1 /5 1 9  

20 壷形土器 立石遺跡 W区 土器溜め s=約 1 /5 1 9  

2 1  壷形土器 立石遺跡 W区 土器溜め s=約 1 /5 1 9  

22 童形土器 立石遺跡 N区 土器溜め+405号住属跡 下層 接合 s=約 1 /5 1 9  

23 壷形土器 立石遺跡 N区 土器溜め s=約 1 /5 1 9  

24 壷形土器 立石遺跡 W区 土器溜め s=約 1 /5 1 9  

25 童形土器 立石遺跡 W区 土器溜め s=約 1 /3 20 

26 壷形土器 立石遺跡 W区 土器溜め s=約 1 /3 20 

27 壷形土器 立石遺跡 W区 土器溜め+405号住居跡 床 接合 s=約 1 /3 20 

28 童形土器 立石遺跡 W区 土器溜め+ V 区南 接合 s=約 1 /3 2 1  

29 童形土器 立石遺跡 W区 土器溜め s=約 1 /3 2 1  

30 壷形土器 立石遺跡 W区 土器溜め s=約 1 /3 2 1  

3 1  壷形土器 立石遺跡 N 区 土器溜め s=約 1 /3 2 1  

32 童形土器 立石遺跡 N 区 土器溜め s=約 1 /3 2 1  

33 高坪 立石遺跡 W区 土器溜め+405号住居跡 べ 接合 s=約 1 /3 22 

34 器台 立石遺跡 N 区 土器溜め s=約 1 /3 22 

35 器台 立石遺跡 W 区 土器溜め s=約 1 /3 22 

36 器台 立石遺跡 W 区 土器溜め s=約 1 /3 22 

37 器台 立石遺跡 N区 土器溜め s=約 1 /3 22 

38 器台 立石遺跡 W区 土器溜め s=約 1 /3 22 

39 翠形土器 立石遺跡 W区 土器溜め s=約 1 /5 23 

40 整形土器 立石遺跡 W 区 土器溜め s=約 1 /5 23 

41 脚台付璽の底部 立石遺跡 N 区 土器溜め スケールは不統一 23 

42 磨石 立石遺跡 W 区 土器溜め s=約 1 /2 23 

43 磨石 立石遺跡 W区 土器溜め s=約 1 /2 23 

44 石斧 立石遺跡 W区 土器溜め s=約 1 /2 23 

45 石鍛 立石遺跡 VI 区 包倉層一括 s=約 1 /2 26 

46 石鎌 立石遺跡 VI 区 包含層一括 s=約 1 /2 26 

47 石鍍 立石遺跡 羽区 304号住居跡 s=約 1 /2 26 

48 石鍍 立石遺跡 VI区 4号集石 s=約 1 /2 26 
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お一
部一
部一
お一
お-
m一
筋一
部一
部一
部一
お一
部一
U一
U一
U一
U一
U一
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泊一
m一
自一
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泊一
m一
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羽一
羽一
羽一
初一
羽一
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却一
羽一
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初一
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卯一
叩一
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却一
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VI 区 包含層一括

W 区 包含層一指
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立石遺跡

立石遺跡

立石遺跡

立石遺跡

立石遺跡

立石遺跡

立石遺跡

立石遺跡

立石遺跡

立石遺跡

立石遺跡

立石遺跡

立石遺跡

立石遺跡

立石遺跡

立石遺跡

立石遺跡

立石遺跡

立石遺跡

立石遺跡

立石遺跡

立石遺跡

立石遺跡

立石遺跡

立石遺跡

立石遺跡

立石遺跡

石鉱

石鉱

石鉱

石鎌

石鎌

石鉱

石滋

石鉱

石鉱

石斧

石斧

石斧

石鉱

石鎌

石鉱

石銑

石包丁

有溝石器

砥石

環状石斧

環状石斧

手鎌 (鉄器)

手鎌 (鉄器)

錨 (鉄器)

錨 (鉄器)

錨 (鉄器)

鎌 (鉄器)

鎌 (鉄器)

鍛 (鉄器)

鉢形土器

壷形土器

童形土器

轟B式土器

轟B式土器

曽 畑式土器

曽畑式土器

首畑式土器

曽畑式土器

曽畑式土器

首畑式土器

船元式土器

船元式土器

船元式土器

船元式土器

船元式土器

船元式土器

船元式土器

船元式土器

尾図式土器

尾図式土器

尾図式土器

尾図式土器

相一
回一
引一
臼一
回一
日一
回一
回一
町一
回一
回一
切一
引一
位一
日一
例一
回一
郎一
町一
回一
回一
刊一
円一
花一
乃一
刊一
花一
花一

立
花一
河一
閃一
引一
位一
回一
例一
回一
郎一
町一
回一
回一
切一
引一
川町一
回一
例一
目一
部一
町一
羽一
回一
川

包含層一括

VI区 包含層一括

IV 区 405号住居跡

IV区 包曾層一括

W区 3号集石

W区 30 1 号住居跡

TV区 405号住居跡

YE 区 包含層一括

V区 包含層一括

包含層一括

V区 包含層一括

田 区 304号住居跡

VI区 包含層一括

V区 包含層一括

皿 区 304号住居跡

TV区 406、 407号住居跡 一指

W区 包含層一括

包含層一括

V 区 包含層一括

W区 405号住居跡 中層

W区 包含層一括

田 区 304号住居跡

田 区 30 1 号住居跡

W 区 406号住居跡 床直

W区 405号住居跡

IV区 405号住居跡

皿 区 406号住居跡 下層

V区 包含層一括

立石遺跡 I 区 包含層一括

立石遺跡 I 区 包含層一括

大鶴 A 遺跡 C 区 包禽層一括

大鶴 A 遺跡 C 区 包含層一括

大鶴 A 遺跡 C 区 包含層一括+306号住居跡 上層 接合

大鶴 A 遺跡 C 区 305号住居跡

大鶴 A 遺跡 C 区 包含層一括

大鶴 A 遺跡 C 区 包禽層一括

大館 A 遺跡 C 区 306号住居跡

大鶴 A 遺跡 C 区 306号住居跡

大鶴 A 遺跡 C 区 包禽層一括

大鶴 A 遺跡 C 区 包含層一括

大鶴 A 遺跡 C 区 包倉層一括

大鶴 A 遺跡 C 区 包含層一括

大鶴 A 遺跡 C 区 包含層一括

大鶴 A 遺跡 C 区 不問遺構+包含層一括 接合

大鶴 A 遺跡 C 区 不問遺構

大鶴 A 遺跡 C 区 包含層一括

大鶴 A 遺跡 C 区 包含層一括

大鶴 A 遺跡 C 区 包含層一括

大鶴 A 遺跡 C 区 306号住居跡

大鶴 A 遺跡 C 区 包含層一括
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1 27 

尾図式土器 大鶴 A 遺跡 C 区 包含層一括 s=約 1 /4

尾田式土器 大鶴 A 遺跡 C 区 30 1 号住居跡+包倉層一括 接合 s=約 1 /4

形式不明土器 大鶴 A 遺跡 C 区 302号住居跡 s=約 1 /4

形式不明土器 大鶴 A 遺跡 C 区 20 1 号住居跡 s=約 1 /4

趨CD式土器 大鶴 A 遺跡 C 区 包含層一括 s=約 1 /4

函CD式土器 大 鶴 A 遺跡 C区 包含層一括 s=約 1 /4

北久根山式土器 大鶴 A 遺跡 A区 包含層一括 s=約 1 /3

北久根山式土器 大鶴 A 遺跡 B区 道路状遺構 s=約 1 /3

鐘 ケ 崎式土器 大鶴 A 遺跡 B区 包含層一括 s=約 1 /3

滋賀里式土器 大鶴 A 遺跡 A区 包含信一括 s=約 1 /3

滋賀里式土器 大鶴 A 遺跡 A区 包含層一括 s=約 1 /3

楚形土器 大鶴 A 遺跡 C区 包含層一括+306号住居跡 接合 s=約 1 /8

石斧 大鶴 A 遺跡 C区 306号住居跡 s=約 1 /2

壷形土器 大鶴 A 遺跡 C区 30 1 号土坑 s=約 1 /8

袋状鉄斧 大鶴 A 遺跡 B区 20 1 号住居跡 s=約 1 /2

璽形土器 大鶴 A 遺跡 C区 302号住居跡 s=約 1 /5

蔓形土器 大鶴 A 遺跡 C区 303号住居跡 s=約 1 /5

小型丸底壷 大鶴 A 遺跡 包倉層一括 s=約 1 /2

石銭 大鶴 A 遺跡 C区 不明遺構 s=約 1 /2

石鍛 大鶴 A 遺跡 C区 306号住居跡 s=約 1 /2

石鎌 大鶴 A 遺跡 C区 不問遺構 s=約 1 /2

石鎌 大鶴 A 遺跡 表採 s=約 1 /2

毘 上揚遺跡 B区 包含層一括 s=約 1 /2

平瓶 上揚遺跡 B区 包含層一括 s=約 1 /3

墨書土器 前畑遺跡 包含層一括 s=約 1 /2

瓶子 前畑遺跡 包含層一括 s=約 1 /3

瓶子 前畑遺跡 包含層一括 s=約 1 /3

あ と が き

今 回 の報告で は編集者の未熟 さ に 加 え 時 間 的 な 制約が重な り 、 各遺跡、 の 概要 を 述 べ る に 留 ま っ た と の 感

は拭 え な い 。 し か し な が ら 今 回 の報告 を 行 う こ と に よ り 「埋蔵文化財j に 携 わ る 者 の一人 と し て 、 そ の持

つ意義 を 改 め て 感 じ る こ と は で き た 。 4 遺跡 は そ れぞ れ に 特 異 な 遺跡で あ り 、 最 小 限 の遺物 の掲載で あ る

こ と は編集者 と し て 残念 で は あ っ た が、 小 さ な土器片 の ひ と つ ひ と つ ま で に 生命 を 吹 き 込 む作 業 は 充 実 し

た 時 間 で あ り 、 そ の 中 で 本報告書が刊 行 に 至 る こ と がで き た の は 、 い つ も 笑 顔 を 絶や さ ず整理 作 業 に 携

わ っ て 頂 い た 方 々 の ご尽力 の賜物 と 思 う 。 最 後 に な る が、 こ こ に 記す こ と に よ っ て 感謝 の意 を 表 し た い 。

吉本 清子 山 野 孝子 尾方 マサ ミ

緒方 千代子 可 児 真 由 実 乗富 祐子
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書名 立石遺跡 ・ 大鶴A遺跡 ・ 上揚遺跡 ・ 前畑遺跡

副書名 担い手育成語鑓整備事業

シ リ ー ズ名 熊本県文化財調査報告

シ リ ー ズ番号 第 1 76集

編集者名 戸田清恵

編集機関 熊本県教育委員会

所在地 〒 862-8570 熊本市水前寺6丁 目 1 8醤 1 号

発行隼月 日 1 999年3 月 3 1 日

所収遺跡名 所在地 市町村 コ ー ド 遺跡番号 調賓期間 調査面積 調査原因

立石遺跡 菊池郡大津町錦野 43403 43403080 1 993 1 2- 1 99403 2050rrl 

大鶴A遺跡 菊i池郡大津町外牧 43403 43403081 1 99509- 1 99602 2420rrl 
担い手

育成基盤

上婦遺跡 菊池郡大津町錦野
整備事業

43403 43403080 1 9941 0- 1 99503 3270rrl 

前畑遺跡 菊池郡大津町外牧 43403 43403083 1 99504- 1 99509 2000 rrl 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な造物 特記事項

立石遺跡 集落 縄文時代早期 集石 1 0基 押型文 ・ 無文 ・ 条痕文土器

集落 弥生時代後期 竪穴式住居 1 0軒 弥生土器、 銅銭、 鉄器 住居跡埋土中 よ り 錦織が出土

土器溜め1 基 弥生土器、 石器 1 30個体にのぼる土器が出土。

弥生時代後期前半~申頃にかけて

のセ ッ ト関係を知る良好な資料

大鶴 A 遺跡 集落 弥生時代後期 竪穴式住居3軒 弥生土器、 石器、 鉄器 弥生時代後期終末期の住居跡

土筑 1 基

古蹟時代前期 竪穴式住居6軒 古式土師器

申世 道路状遺構 1 条

上掲遺跡 古績~奈良 ・ 平安時代 須恵器 ( 恩 ・ 平海他) 鉄津が集中 して出土。 鍛冶関連の

土師器 遺構か。

前畑遺跡 奈良 ・ 平安時代 須恵器

土師器
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大 鶴 A 遺 跡立 石 遺 跡
前 畑 遺 跡上 揚 遺 跡

平成 1 1 年3月 31 日
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 この電子書籍は、熊本県文化財調査報告第 176集を底本として作成しました。

閲覧を目的としていますので、精確な図版などが必要な場合には底本から引用

してください。 

 底本は、熊本県内の市町村教育委員会と図書館、都道府県の教育委員会と図

書館、考古学を教える大学、国立国会図書館などにあります。所蔵状況や利用

方法は、直接、各施設にお問い合わせください。 
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